
を
地
祝
む

苅
%
に
上
る
。
超
円
高
の
煽
り
を
食
う

構
造
の
は
ず
な
の
だ
。
ち
な
み
に
富
士

重
は
為
替
が
1
円
円
高
に
な
る
と
、
対

ド
ル
で
侃
億
円
、
対
ユ

l
ロ
で
4
億
円

の
減
益
要
因
と
な
る
。
リ
l
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
以
降
、
対
ド
ル
だ
け
で
も
却
円
以

0
億
円
以
上
の
減
益
と
な
る
計
算
だ
。

る
背
景
に
は
、
ど
ん
な
カ
ラ
ク
リ
が
あ

る
の
か
。

そ
れ
は
、
身
の
丈
経
営
を
貫
き
な
が

ら
も
、
。
ス
バ
ル
ら
し
さ
。
を
追
求
し
た

け
、
ク
日
本
仕
様
車
の
海
外
展
開
。
か

1
2
0
8
円
と
な
り
、
上
場
来
の
最
高

値

(調
整
後
)
を
つ
け
た
。
4
9
0
円

前
後
で
推
移
し
た
1
年
前
と
比
較
す
る

と
、
株
価
上
昇
率
は
1
4
6
%
と
業
界

で
突
出
し
て
い
る
。

同
日
、
吉
永
泰
之
・
富
士
重
社
長
は

2
0
1
2
年
の
世
界
販
売
実
績
叩
・

7

万
台
、
日
年
3
月
期
の
売
上
高
1
兆
8

4
0
0
億
円
、

当
期
純
利
益
6
6
0
億

円
の
す
べ
て
が
過
去
最
高
と
な
る
こ
と

を
発
表
し
た
。
同
時
に
、
-
超
円
高
を
は

ね
返
し
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
行
く
」

(
吉
永
社
長
)
と
し
て
、
日
年
の
販
売

目
標
万
万
台
、
米
国
生
産
ラ
イ
ン
の
増

強
と
意
欲
的
な
計
画
を
ぶ
ち
上
げ
た
。

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
、
株
式

市
場
は
敏
感
に
反
応
し
た
。
高
橋
充
・

取
締
役
専
務
執
』
戸
役
員
は

「よ
う
や
く
、

わ
れ
わ
れ
の
計
画
が
画
餅
で
は
な
く
、

達
成
可
能
と
信
認
を
得
ら
れ
た
」
と
言

う
。
そ
の
言
葉
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ

う
に
、
富
士
重
は
一
朝
一
夕
に
成
功
を

収
め
た
わ
け
で
は
な
い
。

市
宮

せ
年
産
加
万
台

(
O
E
Mを
含

aF
む
)
の
圏
内
最
小
乗
用
車
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
。
大
手
の
よ
う
に
グ
ロ
ー

バ
ル
な
生
産
拠
点
を
多
数
設
け
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
全
体
の
苅
%
を
海
外

で
販
売
し
て
い
る
が
、
生
産
拠
点
は
日

米
の
2
拠
点
の
み
で
囲
内
生
産
比
率
は

国
内
生
産
8
割
で
も
過
去
最
高
決
算


「
小
さ
な
巨
人
」
快
進
撃
の
次
の
一
手


販
売
台
数
の
花
%
を
海
外
で
占
め
な
が
ら
も
、
圏
内
偏
の
生
産
体
制
を
取
っ
て
い
る
富
士
重
工
業
。
だ
が
、
円
高

を
物
と
も
せ
ず
、 

2
0
1
3年
3
月
期
決
算
は
過
去
最
高
と
な
る
見
込
み
だ
。
小
さ
な
巨
人
の
カ
ラ
ク
リ
に
迫
る
。

1
月
日
日
、
富
士
重
工
業
の
株
価
は

上
円
高
に
振
れ
て
い
る
の
で
、
1
3
0


逆
境
下
で
過
去
最
高
の
業
績
を
挙
げ


こ
と
に
尽
き
る
。
最
大
の
方
針
転
換
は
、


肝
年
に
米
国
を
最
重
要
市
場
と
位
置
付


ら
。
グ
ロ
ー
バ
ル
モ
デ
ル
の
海
外
展

開
。
へ
舵
を
切
っ
た
こ
と
。
軽
自
動
車

生
産
か
ら
の
撤
退
、
囲
内
デ
ィ
ー
ラ
ー

再
編
な
ど
の
構
造
改
革
に
章
す
る
一

方
で
、
経
営
資
源
を
「
米
国
」
と
「
水

平
対
向
エ
ン
ジ
ン
」
と
い
ろ
得
意
地
域

.
分
野
に
集
中
投
下
し
た
。

ま
ず
、
富
士
重
の
利
益
の
源
泉
は
、

販
売
台
数
の
半
分
弱
を
占
め
る
米
国
事

業
で
あ
る
。
車
体
の
大
型
化
な
ど
米
国

ユ
ー
ザ
ー
を
意
識
し
て
開
発
さ
れ
た

「
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
」
「
フ
ォ
い
ス
タ 

」

「
レ
ガ
シ
イ
」
が
順
次
フ
ル
モ
デ
ル
チ

ェ
ン
ジ
さ
れ
、
ロ
年
は
販
売 
口
数
ぉ
・

6
万
台
、
シ
ェ
ア
2
・
お
%
と
な
り
、

共
に
過
去
最
高
と
な
っ
た
(
図
①
)
。

し
か
も
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
は
現
代

自
動
車
(
韓
国
)
と
並
び
最
低
レ
ベ
ル

で
、
米
国
全
体
平
均
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
る
。
採
算
度
外
視
の
押
し
込
み
を

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
(
図
②
)
。

ま
た
、
販
売
後
3
年
間
の
残
存
価
格


の
推
移
を
見
る
と
、
過
去 
5
年
間
は
下


落
率
ω
%
前
後
と
安
定
し
て
平
均
以
上


の
価
格
で
推
移
し
て
い
る
。
残
存
価
格


の
維
持
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
は
高


値
で
転
売
で
き
る
上
、
リ
ー
ス
販
売
で


は
リ 

ス
価
格
を
低
く
抑
え
ら
れ
る
た


め
拡
販
効
果
を
見
込
め
る
。


次
に
、
囲
内
事
業
の
収
益
性
も
格
段

に
向
上
し
て
い
る
。
衝
突
回
避
シ
ス
テ

ム
「
ア
イ
サ
イ
ト
」
の
訴
求
が
奏
功
し

て
販
売
台
数
を
伸
ば
し
て
い
る
こ
と
も

要
因
だ
が
、
収
益
貢
献
の
最
大
の
立
役

l

A

l
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穂
一
率
9
割
の
維
持
で

キ
ャ
ッ
シ
ュ
リ
ッ
チ
に

日
米
の
販
売
好
調
の
結
果
、
生
産
稼

働
率
(
生
産
実
績
÷
生
産
能
力
)
が
過

去
5
年
間
で
平
均
卯
%
を
維
持
し
て
い

る
(
図
③
)
。
こ
こ 
2
年
は
、
標
準
操

業
で
は
間
に
合
わ
ず
、
残
業
や
休
日
出

勤
の
増
加
で
対
応
し
て
お
り
、
既
存
設

備
を
。
使
い
倒
し
て
い
る
。
状
態
だ
。

稼
働
率
の
高
止
ま
り
は
、
財
務
の
健

全
化
に
で
き
め
ん
に
効
い
て
い
る
(
図

④
)。
こ
こ 

5
年
で
有
利
子
負
債
総
額

は
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ

か
ら
換
金
で
き
る
資
産
を
差
し
引
い
た

ア
イ
サ
イ
ト
の
搭
載
と
い
っ
た
、
ス
バ

ル
独
自
の
個
性
を
打
ち
出
し
た
の
だ
。

者
は
車
種
構
成
の
変
更
で
あ
る
。

国
内
販
売
台
数
に
占
め
る
登
録
車

(
軽
自
動
車
規
格
を
超
え
る
車
)
比
率

が
侃
年
の
引
%
か
ら
引
%
に
却
げ
も
上

昇
し
た
。
一

般
的
に
、
国
内
事
業
は

マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
の
時
に
、
融
資
を
引

「
新
車
販
売
」
「
デ
ィ
ー
ラ
ー
収
益
」
「
保

守
占
山
検
」
の 

3
本
柱
か
ら
な
る
。
業
界

特
性
と
し
て
、
広
告
官
伝
費
が
か
さ
む

新
車
販
売
の
赤
字
を
保
守
点
検
の
黒
字

で
補
う
傾
向
が
あ
る
が
、
富
士
重
は
高

単
価
の
登
録
車
比
率
を
上
げ
る
こ
と
で
、

同
年
ぶ
り
に
ロ
年
に
新
車
摩
冗
が
黒
字

化
し
た
。

l

し
て
、
水
平
対
向
エ
ン
ジ
ン
の
存
続
、

る
ス
モ
ー
ル
カ 

戦
線
と
は
一
線
を
画

l

「
低
燃
費
」
「
低
価
格
」
だ
け
で
勝
負
す

本
誌
・
浅
島
亮
子

今
年
、
最
後
発
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を

発
表
予
定
で
は
あ
る
が
、
戦
略
は
道
半

ば
だ
。

き
出
せ
ず
資
金
難
に
陥
っ
た
か
ら
」
(
高

橋
専
務
)
。
い
つ
で
も
、
前
向
き
な
投

資
に
向
け
ら
れ
る
体
制
が
整
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
快
進
撃
を
続
け
る
富
士

重
の
。
次
の
.
一手。

は
何
か
。

自
他
共
に
認
め
る
合
理
主
義
者
で
あ

る
吉
永
社
長
は
、
「
為
替
な
ど
対
外
要
因

に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
な
く
、
本
寅
的

に
強
い
会
社
に
し
た
い
」
と
、
好
業
績

に
胡
座
を
か
く
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
、

以
前
よ
り
も
緊
張
感
が
漂
う
。

米
国
を
伸
ば
し
、
囲
内
の
収
益
性
を

上
げ
る 
1
1
0
現
行
路
線
で
も
あ
る
程

度
の
伸
び
は
見
込
め
る
が
、
も
う
一
段

ス
テ
ッ
プ
を
上
が
る
、
中
長
期
の
成
長

戦
略
を
定
め
る
時
に
来
て
い
る
。
そ
の

方
向
性
の
柱
と
し
て
、
規
模
拡
大
の
手

段
、
電
動
化
対
応
は
必
須
だ
ろ
う
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
更
な
る

能
力
増
強
の
見
定
め
、
そ
し
て
、
懸
案

「
不
買
運
動
で
市
場
が
冷
え
込
み
、
認

可
が
下
り
な
い
現
在
で
も
、
中
国
の
優

先
順
位
は
変
わ
ら
な
い
」
(
高
橋
専
務
)
。

後
者
の
電
動
化
対
応
の
第
1
弾
は
、

の
中
国
生
産
は
不
可
欠
な
ピ 

ス
だ
。

l

借
入
金
を
減
ら
さ
な
い
理
由
は
、
「
リ

の
換
金
資
産
超
に
な
る
見
込
み
だ
。

ロ
と
な
り
、
今
期
は
約
1
0
0
0億
円

純
有
利
子
負
債
が
、
前
期
に
初
め
て
ゼ

年� (予想) 

(ドル� )8米国インセンティブ(1台当たりの値引き金額)の推移� 

500 

2，000 

1，500 

(億円)8連結有利子負債の推移� 
5，000 

4，000 

3，∞o 

之0∞� 
1，∞0
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